
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ビジョン指標 当初値 現状値 
目標値 
（R7） 

目標値 
（R12） 

核兵器廃絶に向けた国際的な 

合意形成 

合意形成方策
の検討 

合意形成に向

けた働きかけの

開始 

多国間枠組み

を構築すること

に、国連加盟国

の過半数が賛

同 

多国間枠組み

に核兵器国を

含む全ての国が

参加 

主な取組 

● 核兵器廃絶に向けた新たな政策づくりと 

多国間枠組みの形成 

 「ひろしまラウンドテーブル」の開催［R4.7］ 

 「NPT 運用検討会議」への参加［R4.8］ 

 「国連事務総長と青少年との対話イベン

ト」の開催［R4.8］ 

 「ひろしまレポート」の作成［R5.3］ 

● 平和の取組への賛同者の拡大と世界への働きかけ  

 「グローバル・アライアンス「持続可能な

平和と繁栄をすべての人に」」を設立［R4.4］ 

 「未来へのおりづるキャンペーン」の実施 

[R4.7～8] 

● 広島が有する経験や資源を生かした復興・平和構築 

 「グローバル未来塾 in ひろしま」の実施

[R4.7～R5.2] 

 「広島-ＩＣＡＮアカデミー」の実施[R4.10～11] 

 

● 持続可能な平和推進メカニズムの構築 

 世界平和経済人会議ひろしまの開催［R4.9］ 

 「へいわ創造プラットフォームひろしま」の

開設［R5.3］ 

 

○ 核兵器の存在を前提としない、新たな安全保障政策に基づく多国間枠組みに、核兵器国を含む

全ての国の合意、参加を得て、核兵器廃絶の実現に向けた具体的な道筋が明らかになっていま

す。 

○ 広島で平和を学んだ将来を担う若い世代が、戦争で傷ついた地域の復興を支える取組に参画す

るなど、様々な形で平和を希求する活動に持続的に関わることで、世界中に共感の輪が広がり、国

際社会に影響を与え、安心して暮らせる平和な世界の実現に貢献しています。 

○ 賛同者の拡大に伴い、平和に関する人材、知識・情報、資金などの資源が、国内外から、広島へ

持続的に集積され、広島が、平和に関する諸課題を解決に導く国際平和拠点として世界中から認

知され、平和への期待が集う場所としての役割を発揮しています。 

目指す姿（10 年後） 

 

平 和 
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① 核兵器廃絶に向けた新たな政策づくりと多国間枠組みの形成 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 世界的な平和研究機関と連携した核軍縮研究国際ネットワーク会議の研究・議論を深化させ、核抑止に

替わる新たな安全保障政策づくりを進めます。  

○ 核兵器廃絶に向けた国際的な合意形成を目指し、国連やＮＰＴ運用検討会議などの場を通じて、新たな

安全保障政策について各国の賛同を得るための働きかけを行います。 

 
 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

新たな政策に係る記事

や論文等がメディアや研

究者等から発信された

数 

目標 4 本 6 本 20 本 50 本 100 本 

実績 12 本 27 本    

 

【評価と課題】 

○ 世界的な平和研究機関との共同研究の成果をＮＰＴ運用検討会議サイドイベントで発表するとともに、同

機関の研究者によってＳＮＳで積極的に拡散されたことで、目標を大きく上回る実績となった。 

○ 今後も、NPT運用検討会議準備委員会などの国際会議開催の機会をとらえて、研究成果を基に、様々な

主体と連携して、核抑止に替わる政策づくりの働きかけを行うことが必要である。 

○ また、国連の次期開発目標に核兵器廃絶が盛り込まれることを目指すため、外交交渉に携わる政府関係

者を集めた「フレンズ会合」の設立準備を進めており、引き続き、日本政府に対してフレンズ会合を主導して

もらうよう働きかけが必要である。 

 

【主な事業】・ 国際平和拠点ひろしま構想推進事業・・・・・・・・・407 ページ 

【令和５年度の取組】 

○ 核兵器なき世界の実現に向けた中期的な目標として、核抑止に頼らない安全保障に関する研究・政策づ

くりに取り組む。 

○ また、この研究テーマを価値あるものとして広げ、実務家や研究者、研究機関、シンクタンクなどでも活発

に議論してもらうための環境づくりを行っていくとともに、フレンズ会合・プレ会合の開催に向けて、国際会議等

の場を利用して、引き続き、政府関係者や研究者等との対話の機会を設けていく。 

 

  

-141-



 
② 平和の取組への賛同者の拡大と世界への働きかけ 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 核兵器問題について活動している世界中のグループやプロジェクトとのネットワーク化に取り組むとともに、

世界中の志ある若い世代が、核兵器廃絶に向けた活動の中心を担うことが出来るよう次世代人材を育成し

ます。 

○ 核兵器のない平和な世界の実現に向け、多様な主体と連携し、核兵器廃絶が国際的な合意となるよう、 

ＮＰＴやポストＳＤＧｓ等の様々なプロセスにおいて、国際社会への働きかけの強化に取り組みます。 

 

 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

国連等で意見表明する

資格を有するＮＧＯ等と

連携した数（累計） 

目標 2 団体 5 団体 10 団体 15 団体 20 団体 

実績 2 団体 7 団体    

 

【評価と課題】 

○ 国連の次期開発目標に核兵器廃絶を盛り込むことを目指すため、市民社会側からの働きかけを行うグル

ープ「グローバル・アライアンス「持続可能な平和と繁栄をすべての人に」」を４月に立ち上げ、国際的に影響

力のあるＮＧＯ等と連携し、国連ハイレベル政治フォーラムの場を活用したサイドイベントを実施した。 

○ また、「広島－ＩＣＡＮアカデミー」やＳＮＳを活用した「未来へのおりづるキャンペーン」などを実施し、平和の

取組への賛同者の拡大を図った結果、目標を達成することができた。 

○ 今後も、核兵器廃絶が国際的合意となるよう、多様な主体との連携を広げていく必要がある。 

 

【主な事業】・ 国際平和拠点ひろしま構想推進事業・・・・・・・・・407 ページ 

【令和５年度の取組】 

○ 国連や各国政府への働きかけ強化のため、「グローバル・アライアンス「持続可能な平和と繁栄をすべての

人に」」を通じて、多様な主体とのネットワーク強化を図り、ＮＰＴ運用検討会議準備委員会等の国際会議で

の問題提起や賛同者拡大キャンペーン等を実施する。 
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③ 広島が有する経験や資源を生かした復興・平和構築 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 国際的な人材育成機関や県内の教育機関と連携し、広島の復興・平和構築の知見を学び紛争終結国や

開発途上国の発展に貢献できる人材の育成に取り組みます。 

○ 被爆者治療の実績や放射線障害に関する調査研究の成果を活かし、国内外の医師を対象とした研修等

を実施します。（放射線被曝者医療国際協力推進協議会） 

 

 

 ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

県が提供するプログラム

等により、被爆、復興の

歴史や被ばく者医療な

どについて学んだ人数 

目標 13,000 人 14,000 人 16,000 人 18,000 人 20,000 人 

実績 13,199 人 14,337 人    

 

【評価と課題】 
○ 研修やセミナーの一部をハイブリッド方式（対面とオンラインのどちらでも参加可能な実施形態）により開催
し、より多くの方に平和について学ぶ機会を提供した。また、細分化されていた既存オンライン平和講座をテ
ーマごとに統合し、広く広報を行った結果、復興・平和構築にかかる人材育成の目標を達成した。 

○ 一方、オンライン平和講座は公開から３年以上が経過し、年を追うごとに視聴者数が減少していることか
ら、講座内容の充実や利用促進により視聴数の増加を図る必要がある。 

 
【主な事業】・ 国際平和拠点ひろしま構想推進事業・・・・・・・・・407 ページ 

【令和５年度の取組】 

○ 「グローバル未来塾 inひろしま」や「広島-ＩＣＡＮアカデミー」等を継続して実施するとともに、オンライン平和

講座については、新たなコンテンツの作成や県内外の教育機関に対する平和学習での利用促進により、広

島の被爆・復興について深く理解し、平和貢献できる人材の育成に取り組む。また、本県の平和の取組を積

極的に発信する。 
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④ 持続可能な平和推進メカニズムの構築 

【５年間（Ｒ３～Ｒ７）の取組の方向】 

○ 核兵器廃絶に向けた世界的な行動を推進するため、経済界を始めとした様々な主体が参画するプラットフ

ォームの構築や情報発信機能の充実に取り組みます。 

○ 平和に関する資源の集積機能や研究機能等を備えたセンター機能を確立し、核兵器のない平和な世界

の実現に具体的に貢献するための基盤を整備します。 

  
 

ＫＰＩ R3 R4 R5 R6 R7 

国際平和拠点ひろし

まのウェブサイトの会

員数及びＳＮＳ等の登

録者数やアクション数

の月間の平均値   

目標 12,000 件 17,000 件 22,000 件 27,000 件 32,000 件 

実績 9,819 件 11,784 件    

プラットフォームに参

加する企業・団体等

の数（累計） 

目標 50 団体 100 団体 200 団体 500 団体 1,000 団体 

実績 １団体 28 団体    

 

【評価と課題】 

○ 平和の取組への賛同者の拡大については、ＫＰＩの目標には到達できなかったものの、掲載内容の充実や

ＳＮＳ広告の活用などにより、ウェブサイト自体の認知度は高まりつつあり、ＫＰＩの実績に、ＳＮＳ広告を経由し

たアクション数を含めると、令和３年度 26,325 件から令和４年度 40,355 件へと 53％増加するなど、取組

の成果は着実に表れていると考えている。 

○ プラットフォームに参加する企業・団体等の拡大については、令和５年３月にウェブサイト上に「へいわ創造

プラットフォームひろしま」を開設したが、本格稼働が当初予定よりもずれ込んだことから、目標を達成するこ

とができなかった。今後は、プラットフォーム設立を周知するとともに、関係企業への積極的な声掛け等によ

り、参加団体を拡大していく必要がある。 
 
【主な事業】・ 国際平和拠点ひろしま構想推進事業・・・・・・・・・407 ページ 

【令和５年度の取組】 

○ Ｇ７広島サミットの機会を活用し、世界平和経済人会議の開催や多様な主体が参画する平和推進イベント

の開催、世界平和経済人会議やサミット特設ＷＥＢページの充実、国際メディアセンターにおける広島の平

和の取組に関するバナー展示や書籍の配架などにより、効果的な情報発信を行い、平和の取組への賛同

者の拡大を図る。 

○ また、プラットフォームが稼働開始し参加呼びかけの環境が整ったことから、目標達成に向け、関係企業へ

の積極的な声掛け等に取り組む。 
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